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【公表番号】特表2018-526868(P2018-526868A)
【公表日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【年通号数】公開・登録公報2018-035
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｈ０３Ｈ   19/00     　　　　
   Ｈ０３Ｈ   17/02     ６７１Ｃ
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年5月21日(2021.5.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　好適に適用されるフィルタ回路を、例えば、アナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）内に
用いることができる。
３ステージにおけるＡＤＣ機能
　１）数値離散化：例えば、ｎビット用のｎ－１増幅器（整流器）により入力信号を連続
的にデジタル化する。増幅器の出力信号は、入力信号と基準値との間の差の数学的記号に
対応する。これにより、増幅器から下流の入力信号の連続的な温度計コードがつくり出さ
れる。
　２）周期積分：温度計コードの各ビットをクロック信号の半周期で積分する。積分回路
の出力信号は、半周期中の温度計コードの関連するビットがより頻繁に－１または＋１だ
ったかどうかを示す数学記号である。
　３）時間離散化：半周期の終わりで、時間の積分周期の終わりでの積分回路の出力信号
は、－１なのか＋１なのかをクロック増幅器が検知する。
　４）変換：温度計コードを検知した後、時間離散化を施された出力信号を２値のコード
に変換する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルタ回路（２００）であって、
少なくとも第１のフィルタ・ライン（２１０）であって、前記第１のフィルタ・ライン（
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２１０）が第１の入力回路（１０）、第１の積分回路（２０）、および第１の出力回路（
３０）を有し、
　前記第１のフィルタ・ライン（２１０）が、第１の入力基準値（１１、１２、１３、１
４）を有し、
　前記第１の入力回路（１０）が、前記入力信号の前記数値の関数として、入力信号（５
）を少なくとも２つの区別可能な第１のファーストステージの出力信号に変換し、
　前記第１のファーストステージの出力信号を判定するために、前記入力信号と比較され
、
　前記第１のファーストステージの出力信号は、前記入力信号（５）と前記第１の入力基
準値（１１、１２、１３、１４）との間の差のプラス記号またはマイナス記号に対応し、
　前記第１の入力回路（１０）はまた、前記所定の周期の間、前記ファーストステージの
出力信号が前記第１の積分回路（２０、２４０）を中継するよう構成され、
　前記第１の積分回路（２０）が、前記第１の入力回路（１０）の前記第１のファースト
ステージの出力信号を前記所定の周期に渡って積分し、第１の積分信号（２５）を生成す
るよう構成され、
　前記第１の出力回路（２５）が、前記第１の積分信号（２５）を第１の出力基準値と比
較して、第１のセカンドステージの出力信号（３５）を生成するよう構成される、フィル
タ回路（２００）。
【請求項２】
　前記第１の入力回路（１０）が、入力比較器（４１０）を少なくとも含み、前記第１の
出力回路（３０）が、出力比較器（４３０）を少なくとも含む、請求項１に記載のフィル
タ回路（２００）。
【請求項３】
　前記第１の積分回路（２０）が、第１のキャパシタおよび第１のスイッチを少なくとも
有し、
　前記第１のキャパシタと前記第１のスイッチが、前記第１のファーストステージの出力
信号に関連する電荷を前記所定の周期に渡って蓄積するよう構成される、請求項１または
２に記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項４】
　前記所定の周期が、第１の定時信号により規定される、請求項１～３のいずれか一項に
記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項５】
　前記第１のフィルタ・ライン（２１０）が、前記時間離散化（４０、４４０）を行うた
めの第１の回路を有し、前記時間離散化（４０、４４０）を行うための前記第１の回路が
、前記第１のセカンドステージの出力信号を処理して、時間離散出力信号（４５）に変換
するよう構成される請求項１～４のいずれか一項に記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項６】
　前記時間離散化（４０、４４０）を行うための前記第１の回路が、前記第１のセカンド
ステージの出力信号（３５）を前記第１の定時信号の関数としての時間離散出力信号（４
５）に変換するよう構成される、請求項５に記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項７】
　前記フィルタ回路が、第２のフィルタ・ライン（２１０）を少なくとも含み、前記入力
信号の第１の範囲が、前記第１のフィルタ・ライン（２１０）に関連し、前記入力信号（
５）の第２の範囲区画が、前記第２のフィルタ・ライン（２１０）に関連し、前記入力信
号（５）の前記第１の範囲は前記入力信号（５）の前記第２の範囲とは異なる、請求項１
～６のいずれか一項に記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項８】
　第３のフィルタ・ライン（２１０）も少なくとも含み、前記入力信号（５）の第３の範
囲が、前記第３のフィルタ・ライン（２１０）に関連し、前記入力信号（５）の前記第２
の範囲が、前記入力信号（５）の前記第１の範囲に隣接し、前記入力信号（５）の前記第



(3) JP 2018-526868 A5 2021.7.26

３の範囲が、前記入力信号（５）の前記第２の範囲に隣接する、請求項７に記載のフィル
タ回路（２００）。
【請求項９】
　前記第２のフィルタ・ライン（２１０）が、第２の入力基準値（１１、１２、１３、１
４）を有し、前記第３のフィルタ・ライン（２１０）が、第３の入力基準値（１１、１２
、１３、１４）を有し、前記第１の範囲が、前記第１の入力基準値（１１、１２、１３、
１４）により関連付けられ、前記第２の範囲が、前記第２の入力基準値（１１、１２、１
３、１４）により関連付けられ、前記第３の範囲が、前記第３の入力基準値（１１、１２
、１３、１４）により関連付けられる、請求項８に記載のフィルタ回路（２００）。
【請求項１０】
　前記第１のセカンドステージの出力信号（３５）により、前記第２のフィルタ・ライン
（２１０）により生成される第２のセカンドステージの出力信号（３５）により、前記第
３のフィルタ・ライン（２１０）により生成される第３のセカンドステージの出力信号（
３５）により、温度計コードが生成される、請求項８または９に記載のフィルタ回路（２
００）。
【請求項１１】
　アナログ－デジタル変換器であって、請求項１０に記載のフィルタ回路（２００）およ
び変換ユニット（５０）を含み、前記変換ユニット（５０）が、前記離散時間の温度計コ
ードを離散時間の２値の出力信号（３０５）に変換するよう構成される、アナログ－デジ
タル変換器。
【請求項１２】
　信号をフィルタリングする方法であって、
　前記入力信号（５）の前記数値の関数として、入力信号（５）を少なくとも２つの区別
可能な第１のファーストステージの出力信号に変換し、
　前記第１のファーストステージの出力信号を判定するために、前記入力信号と比較され
、
　前記第１のファーストステージの出力信号は、前記入力信号（５）と前記第１の入力基
準値（１１、１２、１３、１４）との間の差のプラス記号またはマイナス記号に対応する
ステップと、
　前記第１のファーストステージの出力信号を所定の周期で積分するステップと、
　前記積分の前記結果に基づいて、第１の積分信号（２５）を生成するステップと、
　前記第１の積分信号（２５）を第１の出力基準値と比較するステップと、
　前記比較の前記結果に基づいて、第１のセカンドステージの出力信号（３５）を生成す
るステップと、
　を含む方法。
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